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わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
「
足
尾
」
駅
前
に

た
た
ず
む
「
古
河
掛
水
倶
楽
部
」。
足
尾
銅

山
の
隆
盛
時
、
銅
山
を
経
営
す
る
古
河
鉱

業（
現
・
古
河
機
械
金
属
）が
、
〝
鉱
都
足

尾
の
迎
賓
館
〞
と
し
て
華
族
や
政
府
高
官

の
接
待
や
宿
舎
に
使
っ
て
い
た
建
物
で
す
。

明
治
32
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
館
と
、
大
正

元
年
に
増
改
築
さ
れ
た
新
館
で
構
成
。
外
観

は
洋
風
、内
部
は
和
洋
折
衷
の
木
造
建
築
で
、

素
朴
な
が
ら
気
品
漂
う
建
物
で
す
。

建
物
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
、
工
学
博

士
で
小
山
高
専
名
誉
教
授
の
河
東
義
之
さ

ん
に
伺
い
ま
し
た
。

「
正
面
は
イ
ギ
リ
ス
の
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ

ク
期
に
流
行
し
た
ハ
ー
フ
チ
ン
バ
ー
形
式

を
採
用
し
、
す
っ
き
り
と
し
た
軽
快
な
印

象
の
２
階
建
て
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
背

面
は
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
た
木
造

２
階
建
て
部
分
と
石
造
り
の
地
下
部
分
と

が
組
み
合
わ
さ
り
、
力
強
く
勇
壮
な
表
情

を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
正
面
・
背
面
の

異
な
る
趣
が
、
こ
の
建
物
の
面
白
さ
だ
と

思
い
ま
す
」。

館
内
に
は
、
存
在
感
漂
う
マ
ン
ト
ル
ピ
ー

ス
や
１
９
２
４（
大
正
13
）年
製
の
ド
イ
ツ
ピ

ア
ノ
、
国
産
第
１
号
の
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
な
ど

貴
重
な
品
々
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

古
河
鉱
業
の
創
始
者
・
古
河
市
兵
衛
や
、

市
兵
衛
の
終
生
の
友
・
渋
沢
栄
一
の
縁
の
品

も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
敷
地
内

に
は
、
緑
の
美
し
い
庭
園
や
、「
銅
山
電
話

ミ
ニ
資
料
館
」「
鉱
石
資
料
館
」
な
ど
も
。

平
成
18
年
に
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
も
な
っ
た
「
古
河
掛
水
倶
楽
部
」
。

現
在
も
、
古
河
機
械
金
属
の
福
利
厚
生
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
、
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
に
は
一
般
公
開
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
の
足
尾
の
栄
華
を
し
の
ば
せ
な
が
ら
、

静
か
に
時
が
流
れ
る
場
所
で
す
。

【古河掛水倶楽部】
日光市足尾町掛水2281
入館料／大人300円、
小・中学生200円。土
曜・日曜・祝日の午前
10時～午後３時開館
（平日は事前予約）。12
月～３月は休館
�0288（93）2015〔平日
は古河機械金属＝�
0288（93）3255〕
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Ⅴ

栃木県内に残る、明治・大正・昭和戦前に建てら

れた近代歴史遺産スポットを紹介するシリーズ「近

代建築探訪」。８回目は、かつて足尾の迎賓館として

利用されていた、日光市足尾にある「古河掛水（ふる

かわかけみず）倶楽部」です。

Ⅲ

Ⅳ

Ⅱ

Ⅸ

Ⅵ

Ⅶ Ⅷ

Ⅹ Ⅹ

Ⅶ 明るい光が射し込む応接室　Ⅷ ゆがみや傷が味わい深い当時の
ままの窓ガラス　Ⅸ 緑がまぶしい開放的なテラス。窓上はステン
ドグラスに　Ⅹ 国産で最も古いビリヤード台が２台置かれた撞球
室　ⅩⅠマントルピースやドイツピアノなどが置いてある食堂。足
尾焼のカップで香り高いコーヒー（350円）も楽しめます　　
参考文献「栃木県の近代化遺産」（編集・発行／栃木県教育委員会事
務局文化財課）

Ⅰ 白を基調とした正面
外観　Ⅱ 木造平屋造り
の旧館　Ⅲ 正面と異な
る趣を持つ背面　Ⅳ 東
屋として建てられた八
角堂。ここからの紅葉
の眺めは抜群　Ⅴ 正面
外壁。１階部分はイギ
リス下見板張り、２階
部分は漆喰仕上げに
Ⅵ 正面玄関からの眺
め。中央奧に見えるの
はレンガ書庫


